
免
職
４
分
の
１
は

環
境
事
業
局
職
員

関市民
意
識
改
革
が
必
至

大
阪
市
が
二
〇
〇
二
年
四

月
か
ら
〇
六
年
十
二
月
ま
で

の
約
四
年
半
で
懲
戒
免
職
に

し
た
職
員

三
十

二
人
の
う

ち
、
四
分
の

一
に
当
た
る
八

人
が
環
境
事
業
局
の
戦
員
で

あ
る
こ
と
が
十
八
日
、
分
か

っ
た
。
市
議
会
市
政
改
事
特

別
委
員
会
で
、
市
が
辻
義
隆

議
員

（
公
明
）
の
質
問
に
答

え
た
。
　
　
　
　
　
　
ト

懲
戒
免
職
の
理
由
は
覚
せ

い
剤
所
持
や
窃
盗
な
ど
。
こ

の
ほ
か
同
局
の
職
員
は
、
市

が
事
務
経
費
削
減
の
た
め
、

〇
六
年
三
月
末
か
ら
職
員
ヘ

の
給
与
支
給
方
法
を
全
額
振

り
込
み
に
す
る
よ
う
啓
発
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
月
分
の
実
施
率
は
２７

・
８

診
と
市
職
員
平
均
の
８０

。
３

物
を
大
き
く
下
回
る
な
ど
、

公
務
員
と
し
て
の
姿
勢
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
関
淳

一
市

長
は

「
オ
ー
ル
大
阪
市
で
市

政
改
革
を
進
め
る
の
に
、
現

場
職
員
の
意
識
改
革
は
必

至
。
十
分
に
配
慮
し
た
い
」

と
答
弁
。
環
境
事
業
局
の
職

員
が
懲
戒
免
職
な
ど
で
多
数

を
占
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
人
事
部
は

「
戦
員
の
絶
対

数
が
多
い
こ
と
以
外
に
理
由

は
分
か
ら
な
い
」
と
話
し
て

い
る
。

同
局
は
十
八
日
付
で
全
職

員
に
給
与
の
金
額
振
り
込
み

へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
文
書

を
配
布
し
た
。

L !/′
夕が切

市議会特別委

給
料
袋
に
畳
軍
振
り
込
み
依
頼
文

大
阪
市
環
境
事
業
局
は
１８
日
、
現
．所
概
ど
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
…
…
」

し
か
し
、
環
境
事
業
局
は
２７

・
８
％

金
で
給
与
を
受
け
取
っ
て
い
る
職
員

名

と
控
え
富
な
内
容
。
議
会
か
ら
は
「民

と
最
も
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。

２
６
８
７
人
の
給
料
袋
に
、
振
り
込

三
Ｘ
間
は
振
り
込
み
が
普
通
。
そ
こ
ま
で

同
局
は

「
市
周
辺
部

に
位
置
す
る

た
ら
な
い
と
協
力
し
て
も
ら

施
設
が
多
く
、
近
く
に
金
融
機
関

　

地
方
公
務
員
法
は
現
金
支
給
を
原

み
支
給
へ
の
切
り
替
え
カ

ワ
か
」
と
い
う
声
も
上
が

っ

や
現
金
自
動
預
け
払
い
機

（
Ａ
Ｔ

則
と
し
て
お
り
、
大
戸
新
治
局
長
ほ

長
名
の
依
頼
文
を
同
封
―
フ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
）
が
少
な
い
た
め
」
と
し
て
い
　
「
取
り
組
み
が
浸
透
し
な
い
の
で
文

で
の
支
給
は
袋
詰
め
に
余
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
で
協
力
を
呼
び
か
け
た
が
、
法
律

員
の
給
与
の
全
額
振
込
率

る
。

が
必
要
な
た
め
、
市
は
権

４
月
で
４‐

．
９
％
だ

っ
た

　

依
頼
文
ほ
▽
通
勤
途
中
の
駅
付
近

上
、
命
令
調
に
は
で
き
な
か

っ
た
」

の
切
り
警
え
を
全
職
員
に

る
が
、
同
局
は
振
込
率
が
３０
％
未
満

阪

が
、１８
日
現
在
は
８０

。
３
％
に
改
善
。

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
す
る
▽
い
く
つ
か

と
話
し
て
い
る
。

匿
黛
っている。捧
、籍
大
　
「金
融
機
関
に
出
向
い
て
い
た
だ
く
必
要
が
…
■

文
は

「
金
融
機
関
等
に
出
向
い
て
い
　
　
　
　
　
」

の
金
融
機
関
で
行

っ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ

手
数
料
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
―
―
な
ど
の
例
を
挙
げ

「
職
員
の

意
識
改
革
が
進
ん
だ
こ
と
を
市
民
の

曽
さ
ま
に
示
し
て
ま
い
り
た
い
」
な

ど
と
協
力
を
求
め
て
い
る
。


